
Keyword

現在日本は、総人口に占める65歳以上の割合が28.1％と
超高齢化社会を迎えています。これに伴い、重度の関節疾患
を有した患者も増加しています。臨床分野では、これらの患者
に対し、保存治療や人工関節全置換術が盛んに行われてい
ます。本研究では、医工連携のもと臨床分野で診断などに広く
用いられている、医用機器から出力される医用画像を利用し

た、侵襲性の少ない高い空間精度を有した3次元動態解析手
法と、これに基づくより視覚的かつ詳細な評価パラメータを開
発しています。これらにより得られる有益な情報を臨床分野へ
フィードバックすることで、より高度な診断技術の確立、疾患の
発生メカニズムや病理動態、人工関節の寿命に関わる因子
の解明研究を行っています。

臨床応用を目的とした
動態解析および評価手法の開発

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

人工関節の圧力シミュレーションに関する研究
ユーザビリティを向上させた生体関節動態解析ソフトウェアの開発研究
HA製剤の動的粘弾性評価に関する研究

その他の研究テーマ

●関節の動きを視覚的に判断
可能で詳細なアニメーション
はないの？
●病理動態をわかりやすく表現
してほしい。

算出結果は3D骨モデル上で、
詳細なシミュレーションが可能で
す。さらに、様々な評価パラメー
タを適用し、あらゆる角度から観
察することができます。

診察などに用いる機器から出力
される医用画像を用いるので、
被ばく量も抑えられ、解析用の
特殊機器の導入も不要です。

●被験者の負担を軽減させた
い。
●特殊機器を導入せず、3D解
析を行ないたい。
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医工連携、関節疾患、低侵襲性、3次元動態解析、生体内動態、評価パラメータ

低侵襲性高精度
動態解析技術

●高精度で生体内の関節動態の算出が可能です。
●2D画像から3D骨姿勢を再現する技術で、より視覚的な評価が可能です。

Point

臨床の医用機器 医用画像

3D再構築

6自由度
空間姿勢の算出

3D骨モデルへ
姿勢をフィードバック

画像解析による照合

骨密度によるモデリングCTスライス画像

X線動画像

シミュレーション
X線投影像の作成

FPD

CT

高精度関節動態

3D評価

開発パラメータによる視覚的評価

九州大学病院での実施

Keyword

感光性樹脂を用いた微細加工

現在、すべてのモノがインターネットを介してつながり、これま
でにない高度なサービスを提供できる IoT（Internet of 
Things）の実現に向けた取り組みが本格化しています。IoTを
支える光通信ネットワークでは情報量が飛躍的に増大し、且
つ、多様化するため、そこで使用される光通信デバイスにも大

容量化、低背化、小型化が強く求められています。
本研究では、来たるIoT時代に必要とされる超小型・高密
度な光通信回路作製が可能な光導波路デバイスの作製に適
合する感光性樹脂の開発を行っています。

次世代通信用光導波路高度情報化に
向けた光伝送技術の実用化

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

高耐熱性感光性樹脂に関する研究
感光性樹脂を用いた微細加工によるバイオミメティクスへの用途展開に関する研究

その他の研究テーマ

光導波路技術 ●従来の電気配線基板と同等の密度で光配線作製が可能
●光の経路の切替（光スイッチ）や異種光の分合（光フィルタ）が可能

Point

感光性（樹脂）技術
●光の作用により化学変化を起こし、溶媒に対する溶解度が変化する高分子
物質で、様々な微細形状のパターニング加工を可能とする技術
●光学、熱力学、機械特性を付与することで様々な応用が期待される

Point

装置機器メーカー

一般消費者

ポリマー光導波路技術、フォトリソグラフィー微細加工

●車が安全に自動運転してくれ
るようにならないかな？

大容量の情報をリアルタイムで通
信することが出来るため、より詳
細な周囲認識が可能となります。

10Gbps/ch以上の高速伝送が
可能で配線本数の現象、省ス
ペース化、軽量化、EMIレスが図
れます。

●従来の電気配線では、本数
が増え煩雑化し、重量も重く
なる。また、電磁波ノイズによ
る誤作動も懸念される。何と
かならないか・・・。 出展  日経エレクトロニクス 2013年11月

出展  メルセデス・ベンツ「F 015 Luxury in Motion」

高密度配線化

模式図

光導波路完成

工程

塗工／乾燥

UV露光

PEB

現像

目的

感光性樹脂
均一塗布、乾燥

マスク露光部
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溶剤現象による
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